
設問№ 科目平均 全体平均

Ⅰ.(1) 3.00 3.36

Ⅰ.(2) 3.26 3.45

Ⅰ.(3) 2.00 2.86

Ⅱ.(4) 3.28 2.91

Ⅱ.(5)

Ⅱ.(6)

Ⅱ.(7) 3.53 3.21

Ⅱ.(8) 3.26 3.25

Ⅱ.(9) 3.33 3.13

Ⅱ.(10) 3.68 3.16

Ⅱ.(11) 2.53 3.04

Ⅱ.(12) 3.58 3.41

Ⅱ.(13) 3.53 3.37

満足度 Ⅱ.(14) 3.53 3.29

ノートをとる
   先生に
  質問する

復習をする
  図書館や
インターネット

　何もして
　　いない

Ⅳ.(15) 26.3% 5.3% 0.0% 10.5% 57.9%

本科目平均 全体平均

奈良学園大学

授業を理解するための工夫

 自身の
受講姿勢

Ⅰ.(1)～(3)

2.75 3.22

③アンケート全体を通しての自己評価、及び、今後の授業改善計画について

講義内容・
方法

Ⅱ.(4)～
(13)

3.34 3.18

本講義では、上記の様に「説明のわかりやすさ」や「聞き取りやすさ」に関
しては、全体平均とほぼ同等あるいはそれ以上であり、ある程度は、難解
な理系的な講義内容を分かりやすく説明できたと思われるが、「難易度」の
観点からは、少ないが難易度が高いと評価する学生もいるので、今後は、
授業内容をもう少し平易にし、さらに分かりやすい説明や資料作成に努め
たいと思っている。私語の少ない講義環境を維持できており、この講義環
境を維持するとともに、本講義の環境の良さをうまく活用し、講義内での自
発的な学習を促し、また、講義後に興味を持って取り組むことができるよう
な分かりやすい・取り組み易い課題を提案できる様にと努めたいと思って
いる。

講義科目　授業アンケート結果 　　　　　アンケート結果に対する教員のフィードバックシート
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「説明のわかりやすさ」や「聞き取りやすさ」に関しては、全体平均とほぼ同
等あるいはそれ以上の値となっている。しかし、「理解度の確認」に関して
は、毎回、講義の冒頭において前回の講義の復習を行っているので、平均
より少し高い値となっている。総合的には、理系的な要素が多く含まれてい
るが、おおむね学生の満足度の高いと言う評価を得られたと思われる。
「私語対策」は、全体平均以上であり、かなり良い講義環境を維持できたと
思われる。ただし、「授業時間以外の学修活動」やそれを促す指導が不足
していると思われるので、講義後に取り組むことができるような分かりやす
い・取り組み易い課題を提案できる様に努めたいと思っている。

※レーダーチャートの平均は４段階評価　４(そう思う)、３(ややそう思う)、２，(あまりそう思わない）、１（そう思わない)

〈※複数選択可項目〉

①授業計画の達成度について

シラバスに関しては、全体平均以上であり、また、授業計画（シラバス）、教
科書にそって講義を進めている。しかし、必ずしもその内容を十分理解し
た上で受講しているようではないとも思われる。シラバスは講義を選択す
る際に、重要な要素であるので、シラバスでも講義計画を十分に把握でき
るように、今後、記述について検討する必要があると思われる。本講義
は、環境問題等に関する化学を中心に講義し、化学的な観点から環境を
理解していく科目なので、日常生活の話題を取り入れて講義を行っている
が、やはり理系的な要素が少なからず含まれているので、「難易度が高
い」と感じる学生は少ないがやはりいるようである。今後は、授業内容をも
う少し平易にし、さらに分かりやすい説明や資料作成に努めたいと思って
いる。

②授業の進め方について

Ⅲ.(14)
3.53 3.29
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